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【手続補正書】
【提出日】平成29年3月13日(2017.3.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　任意の画像に対応する画像光を無限遠に投影する投影光学系と、
　第１の伝播光学系と、を備え、
　前記第1の伝播光学系が、
　　前記投影光学系から射出された画像光を回折させる第１の入力偏向部と、
　　互いに平行且つ対向する第１の平面および第２の平面を有する板状に形成され、前記
第１の平面および前記第２の平面の間で、前記第１の入力偏向部で偏向された前記画像光
を、反射を繰返しながら第１の方向に伝播させる第１の導光部と、
　　前記第１の導光部を伝播する画像光の一部を前記第１の平面に実質的に垂直な方向に
偏向させるとともに、前記画像光が前記第１の入力偏向部へ入射する入射角と、該画像光
が前記導光部を伝播して射出する射出角とが非線形となるように、反射または屈折により
偏向させる第１の出力偏向部と、を備えている
画像表示装置。
【請求項２】
　前記投影光学系は、前記画像光が前記第１の入力偏向部へ入射する入射角と、該画像光
が前記導光部を伝播して前記第１の出力偏向部から射出する射出角との非線形性に基づい
て、補正された画像光を投影することを特長とする
　請求項１に記載の画像表示装置。
【請求項３】
　第２の伝播光学系を更に備え、
　前記第２の伝播光学系は、
　　前記第１の出力偏向部により偏向され、前記第１の伝播光学系から射出された前記画
像光を回折させる第２の入力偏向部と、
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　　互いに平行且つ対向する第３の平面および第４の平面を有する板状に形成され、前記
第３の平面および前記第４の平面の間で、前記第２の入力偏向部で偏向された前記画像光
を、反射を繰返しながら前記第１の方向に実質的に直交する第２の方向に伝播させる第２
の導光部と、
　　前記第２の導光部を伝播する前記画像光の一部を前記第３の平面に実質的に垂直な方
向に、反射または屈折により偏向させる第２の出力偏向部と、を備えている
　請求項１に記載の画像表示装置。
【請求項４】
　前記投影光学系は、前記画像光が前記第１の入力偏向部へ入射する入射角と、該画像光
が前記導光部を伝播して前記第２の出力偏向部から射出する射出角との非線形性に基づい
て、補正された画像光を投影することを特長とする
　請求項３に記載の画像表示装置。
【請求項５】
　前記第１の入力偏向部は、前記第１の方向に周期的に配列された回折格子パターンを有
することを特徴とする
　請求項１から４の何れか一項に記載の画像表示装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　上記目的を達成する画像表示装置の発明は、
　任意の画像に対応する画像光を無限遠に投影する投影光学系と、
　第１の伝播光学系と、を備え、
　前記第1の伝播光学系が、
　　前記投影光学系から射出された画像光を回折させる第１の入力偏向部と、
　　互いに平行且つ対向する第１の平面および第２の平面を有する板状に形成され、前記
第１の平面および前記第２の平面の間で、前記第１の入力偏向部で偏向された前記画像光
を、反射を繰返しながら第１の方向に伝播させる第１の導光部と、
　　前記第１の導光部を伝播する画像光の一部を前記第１の平面に実質的に垂直な方向に
偏向させるとともに、前記画像光が前記第１の入力偏向部へ入射する入射角と、該画像光
が前記導光部を伝播して射出する射出角とが非線形となるように、反射または屈折により
偏向させる第１の出力偏向部と、を備えていることを特徴とするものである。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　さらに、好ましくは、画像表示装置は、
　第２の伝播光学系を更に備え、
　前記第２の伝播光学系は、
　　前記第１の出力偏向部により偏向され、前記第１の伝播光学系から射出された前記画
像光を回折させる第２の入力偏向部と、
　　互いに平行且つ対向する第３の平面および第４の平面を有する板状に形成され、前記
第３の平面および前記第４の平面の間で、前記第２の入力偏向部で偏向された前記画像光
を、反射を繰返しながら前記第１の方向に実質的に直交する第２の方向に伝播させる第２
の導光部と、
　　前記第２の導光部を伝播する前記画像光の一部を前記第３の平面に実質的に垂直な方
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向に、反射または屈折により偏向させる第２の出力偏向部と、を備えている。
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